幼児期における障害理解教育の実践実態に関する調査研究 by 田村 知栄子 et al.
幼児期における障害理解教育の実践実態に関する調
査研究
著者 田村 知栄子, 嶋? 博嗣, 中原 美惠, 田尻 由起, 
早坂 聡久, 南野 奈津子
著者別名 TAMURA Chieko, SHIMAZAKI Hirotsugu, NAKAHARA


















上での課題を明らかにすることを目的とした。1 都 7 県の保育・幼児教育機関に質問紙調査を依頼し、
その結果について分析・考察をおこなった。その結果、障害理解教育を実施していると回答した機関
は34.6％であった。障害理解教育を実施した機関では、その効果を多面的に実感していることが確認
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　東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県の 1 都 7 県の保育所・幼稚園・子ど
も園、計2000か所を対象とした。サンプル抽出については、各都道府県の2018年度版「保育所名簿」「幼









































































表 6 　具体的な教材名 表 7 　対象年齢


















象年齢は 4 ・ 5 歳児であり（表13）、実施頻度は 2 回以下という回答であった（表14）。
⑤障害に関するビデオ視聴
　障害に関するビデオ視聴に関しては 2 件の自由記述があり、パラリンピックのビデオを見る、その




れ 1 件ずつ確認された。対象年齢は 4 ・ 5 才、実施頻度は年に 1 回という回答であった。障害スポー
ツの導入は、僅少であることが確認された。
表 9 　具体的な展開方法







































































た。第 6 は「経営上の困難さ」の 8 件であり、講師招聘の予算、障害児を支援する人的資源の不足と






















































　また障害理解教育をおこなう年齢についての結果は 4 〜 5 歳でおこなっているとの報告が多数で
あった。このことは、この対象年齢向けのプログラムやツールの開発が必要であることを示唆している。
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　障害理解教育をおこなった機関は少数であったが、おこなった機関ではポジティブな効果や影響を
報告していた。その内容を分析していくと、保育者自身の障害への理解の促進、保育内容の変化であっ
た。このような変化は保育者が改めて障害を理解することにより、障害への認知変容があったのでは
ないかと推察する。また、他のクラスの子どもたちも障害について知ることにより新奇性が減少し、
多様性を受け止め共に生活していくという変化に繋がっていった。このような変化は、対象児へも直
接的、間接的に影響し、彼らの発達を促進することが予測される。このように幼児期における障害理
解教育は、幼児だけへのポジティブな影響だけでなく保育者が保育観を構築していく一助となってい
ることも示された。
　以上から、幼児期における障害理解教育は浸透しているとは言い難い状況が本研究から導き出され
た。さらに教育課程の一環として立案し計画して実施されているのではなく、日常の保育のなかでそ
の場での対応としておこなわれている現状であった。しかしながら、教育課程のなかで位置付けて実
施した機関では健常児、障害児、その保護者、健常児の保護者、そして保育者それぞれにポジティブ
な影響、変化をもたらしていることも判明した。多様性を認め共生社会を構築していくためには、幼
児期からの障害理解教育の重要性が改めて確認されたといえる。そのためには適切な教育プログラム
や幼児向けのツールの開発が喫緊の課題として明らかになった。
　本研究は、東洋大学オリンピック・パラリンピック特別プロジェクト研究助成を受けて調査を実施
した。
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